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ひと ゆき みどり

空間を利用する人・運用す
る人を中心に考える

雪や寒さを札幌の魅力・活
力とするよう考える

まちの価値を高めるみどり
の充実を考える

５ 重点的に進める取組

基礎となる取組

『まちづくり×エネルギー』の一体的な展開

⚫ これまでも民間建築物などに対し、良好な開発となるよう、誘導・調整してきたところですが、

今後はまちづくりとエネルギー施策が相互に補完しあう仕組みを構築し、建替更新等の機会

を通じて目標の実現につながる取組の一体的な誘導を図ります。

更新時期を迎える建築物など

・高次都市機能の集積
・札幌らしさの強調

・魅力的な街並みの形成
・パブリックスペースの創出・活用

・脱炭素化
・災害時の強靱性向上

ターゲット

一体的な誘導

・「札幌都心Ｅ！まち開

発推進制 」を通じ

た取組誘導と支援策

の一体的な展開

（連動する支援策）

・「都心における開発誘導方針」に基づく容
積率の緩和

・「ゼロカーボン推進ビル」の企業立地促進
補助金の割増

〈発展、強化のポイント〉
●建物の脱炭素化と空間形成などエリア価値
向上の双方につながる良好な開発の誘導

●建物の立地、規模、用途構成などの特性に
応じた適切な取組の誘導

●既存建物の改修を捉えた誘導の強化

●「札幌都心Ｅ！まち開発推進制 」の発展、
強化に合わせた効果的な支援策の検討

「札幌都心Ｅ！まち開発推進制度」
の発展、強化

現行の取組

『札幌らしさ』の強調

⚫ 都心まちづくりの理念「世界が憧れ、市民が誇れる、札幌・北海道の都心」を実現するため

には、国内外から訪れる 々が他都市にはない固有の価値を感じられるよう、ゆきとの共

生やみどりとの調和といった気候風土を生かした街並みや、 々が集い交流し、多様な活

動が生まれている風景などに『札幌ならではの魅力』を表出することが重要です。
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場所別の取組

重点１ 大通・創世交流拠点とはぐくみの軸周辺

集積する市有地の利活用を図りながら、官民の連鎖的な開発と相互連携によって、街区・道路・

公園の一体感がある新たな象徴空間の創出を目指します。

大通・創世
交流拠点

【大通（はぐくみの軸）】
 中心の回遊・滞在機能の強化による、
象徴的なストリートの形成、街区・道路・
公園の一体感がある空間形成の検討

みどりをつなぐアトリウム・テラス
による新たな滞留空間・視点場の
形成

大通以南のエネルギーネットワー
クの整備

積雪期の都市文化を体感できる空
間の活用や景観形成

「大通公園のあり方」に基づく公園
整備・魅力向上

連続的につながるみどりの創出、街
並みと調和する木質化の推進

【西６丁目線】
エリアのまちづくりの動きと連携した魅
力的なストリートの形成の検討

まちづくりの動向と連動した新た
な公共交通システムの検討

創成川を介した東西市街地の連
携強化

先進技術やエネルギーネットワー
クを活用した脱炭素化・強靱化の
先導

地域資源との連携を考慮した空
間形成

地下の歩行空間

⚫ 目標実現のため先導的な役割を果たすべき場所の選定にあたっては、特性や開発機運、エリア

まちづくりの動向に加え、骨格構造の位置付けと目標ごとの先導・主要エリアを総合的に考慮

しました。

⚫ これらの要素を踏まえ、計画期間内に着実にまちづくりの進展を図ることで、その効果が周辺

や都心全体に波及・連鎖することが見込まれる取組を重点として位置付け、場所別に示します。

重点１ 大通・創世交流拠点とはぐくみ

の軸周辺

世界が憧れ、市民が誇れる、都市ブラン

ドを確立する新たな象徴空間の創出

重点２ 都心まちづくりを先導する二つ

の交流拠点とネットワーク

目標の実現を先導し、国際競争力をけ

ん引するまちの形成

重点３

二つの展開拠点と展開軸

都心の多様な魅力を高め、個性を生か

すエリアまちづくりの展開

目標ごとの
先導・主要エリア

目標１ 
都心機能強化先導エリア

目標２ 
主要回遊エリア

目標３ 脱炭素化・強靱化
先導エリア

凡例

〇取組により期待される『札幌らしさ』

ひと ゆき みどり

〇重要 【高】

重点的に進める取組
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【大通公園西展開拠点】

大規模な土地利用更

新に合わせた戦略的

な脱炭素化・強靱化

まちづくりの動向と連動した新

たな公共交通システムの検討

地域資源としてのみどり

や市有地を活用したまち

づくりの推進
【中島公園駅周辺展開拠点】

新MICE施設を契機とした周

辺の施設誘導や魅力的な空間

形成

地域資源を生かした回遊を

促す空間の形成

【東４丁目線（いとなみの軸）】

四季を生かした様々な市民

活動

街路事業の機会を捉えた

パブリックスペースの活用

凡例
取組により期待される『札幌らしさ』

ひと ゆき みどり

現在進行中の都市開発等と連携しながら、エネルギーネットワークや歩行ネットワーク、みどりの

ネットワークなどの拡充により三つの目標を一体的に具現化していきます。

重点２ 都心まちづくりを先導する二つの交流拠点とネットワーク

重点３ 二つの展開拠点と展開軸

都心中心部とは異なる特徴・個性を発揮し、地域資源を生かしたエリアまちづくりを重点的に進

め、都心全体の回遊を促します。

【南１条通】

【西２丁目線】
２つの交流拠点をつなぐ、地上・地下の
重層的な歩行ネットワーク拡充の検討

一時滞在施設の整備促進や
業務継続性を有する建物の
拡充

西１～３丁目： 更なるにぎわいの創出や上
質な街並みの形成の検討

まちづくりの動向と連動し
た新たな公共交通システム
の検討

【創成川通(つながりの軸)】
新幹線駅や都心アクセス道路の整備の
契機を捉えた、創成川公園以北の憩い空
間やみどりのネットワークの強化

【北３条通(うけつぎの軸)】
都心の中心部と創成イースト・苗穂エリア
との東西方向の回遊性向上の検討

積雪寒冷地の特性を捉えた先進的な省エネ・
再エネ技術やエネルギーネットワークの活用

西４～６丁目：無電柱化・街路整備事業の推
進及び整備後の空間活用等の検討

【札幌駅前通（にぎわいの軸）】
 中心の回遊・滞在機能の強化による、南
北方向の回遊の基軸となる象徴的なスト
リートの形成の検討

北４西３再開発事業と連携した南北線さっ
ぽろ駅ホーム増設や
地下コンコースの拡充

【札幌駅交流拠点】

エネルギーセンターの整備や連携による
エネルギーネットワークの拡充・強化

北５西１・西２再開発事業によるバスター
ミナルの整備や、新幹線駅舎との接続

北５東１街区の開発による創成川の東西
を結ぶ歩行ネットワークの拡充や滞留空
間の整備

大通・創世
交流拠点

札幌駅
交流拠点

凡例

〇取組により期待される『札幌らしさ』

ひと ゆき みどり

〇重要 【高】

地下の歩行空間

重点的に進める取組
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